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前回お知らせした毎年恒例の篠山マラソン、出走してきました。結

果はゴールの制限時間11秒前に滑り込み、なんとか完走することがで

きました。完走者のうち、最後から5番目でした。なにはともあれ結果

オーライです。応援いただいた皆様、ありがとうございました。 
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イチロー引退 

 ご存知のとおり、先日日本開催のメジャーリーグの公式戦でイチロー選手が引退を発表しました。在

籍するマリナーズが、今年の開幕戦を日本で開催することが決まっていることがあらかじめわかってい

る上で、事実上昨年で引退が決まっているイチロー選手をほぼ1年間引っ張り続け、客寄せパンダにさ

れたことに異議を唱える方もいらっしゃいました。ただ、本人が納得の上でのことだったようなので、

許してあげましょう。本人ももしかしたら、試合に出てヒットを量産したら、また現役を続けられる、

とひそかに思っていたことでしょう。私も淡い期待を抱いていましたが、真剣勝負の現役メジャーリー

ガー相手にそんなに簡単なことではありませんでした。結果的に最後になるのだったら、日本でよくあ

る引退試合のように、全球ストレート勝負で有終の美を飾ってもらうのもあり、だったのかもしれませ

ん。ただヒットが出て「まだできるのに」などと変な色気が出るより、見ているほうも諦めがついてよ

かったのではないか、と思います。深夜の記者会見はさすがに最後まで観れず、床に就いてしまいまし

た。大坂なおみ選手のときもそうでしたが、日本のメディアの方は抽象的な、競技に関係のない質問ば

かりでイライラしてきます。今回も「今度はどんなギフトをもらえるのか？」「これまで貫いたことは

何か？」など、最初はわけのわからない質問ばかりでした。個人的には、引退を決断するに至った技術

的、身体的な衰えや欠陥を知りたく、やっとその類の質問が出たのですが、イチロー選手は答えません

でした。まだプライドがあったのかもしれませんが、残念でした。今度松岡修造さんあたりに聞いても

らいたいものです。あくまで日本人的な発想ですが、平成のうちにスーパースターが引退するのもドラ

マチックですね。今号がお手元に届くのは、ちょうど新元号が発表される前後だと思います。いろいろ

予測も出ていますが、どんな元号になるのでしょうね？今号が「平成最後のシエスタ」となりましたが、

改元後も引き続きよろしくお願い申し上げます。 
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